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■首都圏対流拠点シンポジウムの開催



■背景・経緯

○平成２２年５月
『大宮駅周辺地域戦略ビジョン』策定
➣大宮駅東口大門町２丁目中地区市街地再開発事業の推進
➣大宮区役所新庁舎の整備
➣氷川緑道西通線の整備 等

○平成２８年３月
『首都圏広域地方計画』に大宮が位置付け
➣東日本の玄関口
➣運命の10年

○平成２８年８月
『大宮グランドセントラルステーション
推進会議（GCS推進会議）』の設置

○平成２９年８月
大宮が『都市再生緊急整備地域』に指定

※首都圏広域地方計画における
プロジェクトのイメージ

※大門町２丁目中地区
市街地再開発事業イメージパース



大宮グランドセントラルステーション推進会議（ＧＣＳ推進会議）

【４回開催】

まちづくり推進部会
【８回開催】

基盤整備推進部会
【１０回開催】

■GCS構想 検討の歩み

↑まちづくり推進部会
模型を使った議論の様子

↑オープン会議の様子



駅前空間

駅機能

道路
ネットワーク

都市機能

歩行者
ネットワーク

歩行者ネットワーク
役割を果たすため

５つの項目で取組内容を整理

■大宮の果たすべき役割

「東日本の玄関口」として
東日本全体の発展を牽引

東京一極集中に伴う日本経済の
災害リスク軽減とともに

災害時のバックアップ機能を果たす

これからの
働き方やライフスタイルを先導・
提案し、市域全域に波及させる

広域交通
アクセス

公共交通の
結節点

歴史や文化を感じる
多彩な地域資源

強靭性

身近な自然・緑

選ばれる
ポテンシャル



■取組内容のイメージ

鳥瞰図 イメージパース（上空から俯瞰した視点）

※イメージパースはあくまでイメージであり、確定しているものではありません。

駅東西を結ぶ
新たな東西軸の整備

広域交通結節点に相応しい
交通広場の再整備

東日本の交流拠点に相応しい
多様な都市機能の導入

多様な交流を促す
交流広場の新設整備

『シンボル都市軸』・
『賑わい交流軸』の形成



■取組内容のイメージ
［東西通路の視点場から大栄橋を望むイメージ］

オープンカフェやマルシェが
行われる賑わいのある通り

積極的に緑化され、氷川参道に
つながる緑豊かなシンボル都市軸

［シンボル都市軸のイメージ］

休憩や待ち合わせができる
滞留スペース

行き交う列車を眺めたり
写真が撮れる視点場

まちのイベント情報等が得られる
情報案内板

※イメージパースはあくまでイメージであり、確定しているものではありません。



■取組内容のイメージ

デッキでつながる
開発街区

歩行者を地上レベルに
誘導する大階段

賑わいやイベントを
見渡せる歩行空間

様々なイベントや
祭りが行われる交流広場

［まちへ人を誘導する工夫のイメージ］

［交流空間のイメージ］

［交流空間でのお祭りのイメージ］

※イメージパースはあくまでイメージであり、確定しているものではありません。



■首都圏対流拠点シンポジウムの開催

≪内容≫１．基調講演
２．大宮駅グランドセントラルステーション化構想案の報告
３．パネルディスカッション



■基調講演

涌井 雅之 氏
（東京都市大学教授／造園家
／ランドスケープアーキテクト）

1945年神奈川県鎌倉市生まれ

「山口21世紀未来博」チーフプロデューサー
「愛・地球博」会場演出総合プロデューサー
「首都高大規模改修検討会」委員長 他

「日本造園学会賞」「国土交通大臣表彰」
「黄綬褒章」等 授与

TBS「サンデーモーニング」コメンテーター

基調講演

『地域特性を可視化する
トランスポーテーション・ポリスの

ランドスケープ』



■パネルディスカッション

コーディネータ
埼玉大学 大学院教授
GCS推進会議
基盤整備推進部会長
久保田 尚 氏

パネリスト
日本大学教授
GCS推進会議 会長
岸井 隆幸 氏

パネリスト
東京大学教授
GCS推進会議
まちづくり推進部会長
窪田 亜矢 氏

パネリスト
東京都市大学教授
涌井 雅之 氏

パネリスト
フリーキャスター
堀尾 正明氏

パネリスト
さいたま市長
清水 勇人



○平成３０年３月２２日（第5回GCS推進会議）
『大宮駅グランドセントラルステーション化構想案』とりまとめ

○平成３０年３月２６日
『第２回首都圏対流拠点シンポジウム』の開催

○平成３０年４月１２日~５月18日
パブリックコメントの実施

○平成３０年 夏頃
『大宮駅グランドセントラルステーション化構想』策定

■今後のスケジュール

『大宮駅グランドセントラルステーション化構想』
の実現に向けた取り組み


